
令和元事業年度財務諸表等の公表について 

 

 本学の令和元事業年度財務諸表につきましては、令和２年８月３１日付けで文部

科学大臣より承認されましたので、国立大学法人法第３５条及び準用独立行政法人

通則法第３８条第３項に基づき関係書類とともに公表します。 

 

本学は、社会の変化を先取りする技学を創成し、未来社会で持続的に貢献する実

践的・創造的能力と奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する、大学院に重点を置

いたグローバル社会に不可欠な大学を目指しています。 

令和元年度は、文部科学省が公募している「国立大学経営改革促進事業」に本学

と豊橋技術科学大学が申請し、採択されました。両技科大は、多様な財源確保によ

る法人の財政基盤・マネジメント強化を図り、地域の特色に応じた産業活性化・新

産業創出、地域に貢献する人材育成、地域活性化に取り組んでいます。また、同じく

採択された文部科学省の先端研究基盤共用促進事業（SHARE）では、本学-豊橋技術

科学大学-高専が一体となり、新たな研究機器相互利用ネットワークモデルとして

「技学イノベーション機器共用ネットワーク」の基盤構築を推進しています。これ

ら事業において、学長のリーダーシップのもと、経営資源の効率的運用を実現する

ことに加えて、全国に立地している高専との連携により、若者が持つ柔軟で斬新な

アイディアと社会経験豊かな現場技術者の実装力との共鳴を通じたシナジー効果を

引き出し、地域発のイノベーションへとつなげていきます。 

また、りそなグループが取扱う「SDGs 推進私募債」の寄附先の指定を受けまし

た。本学では、SDGs 課題解決に向けた教育研究を各国から留学生を受け入れて実施

しており、本私募債からの寄附を SDGs 推進に意欲のある発展途上国出身留学生へ

の奨学金に活用し、教育を通じた世界的な SDGs 課題の解決を加速します。さら

に、SDGs の実現を後押ししたいという意識を持ち、本学を寄附先に指定いただいた

企業の皆様と協力関係を構築し、より一層 SDGs ビジネスの展開や企業の海外展開

の支援を図っていきます。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、学内合同企業説明会の開催中止

や学部卒業式・大学院修了式の縮小、海外との交流や出張の自粛、さらに新年度に

向けて遠隔授業やリモートワークの環境整備等、例年とは異なる状況での大学経営

となりました。依然として厳しい情勢の中、関係各位におかれましては、本学の様々

な教育研究活動に対して、ご寄附や受託・共同研究等により、多大なご支援をいた

だき、深く感謝申し上げます。今後とも、本学の教育研究活動の更なる充実と発展

を図る所存ですので、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

令和２年９月 

                   国立大学法人長岡技術科学大学長 

                               東  信 彦 



財務諸表等の構成

　国立大学法人は、「国立大学法人会計基準」及び「国立大学法人会計基準注解」に従って会計を行い、国民
に対してその財政状態及び運営状況を明らかにするため、財務諸表を作成することとされています。

説明する附属明細書、決算報告書、事業報告書の作成、添付が義務づけられています。

（単位：千円） （単位：千円）

※（）内の金額は内数

※上記は、令和元事業年度の財務諸表を表しています。なお、この資料上の計数は、端数を切り捨てていますので、合計が合わない箇所があります。

令和元事業年度決算について

<支出>
7,248,721

<収入>
7,644,324

国立大学法人
等業務実施
コスト

4,850,180

<純資産>
13,194,344

<その他>
610,683

収入－支出
（予算決算上
の現金残高）
908,499

自己収入等
2,691,225

<収入>
8,157,221

財務諸表は、①貸借対照表、②損益計算書、③キャッシュフロー計算書、④利益の処分又は損失の
処理に関する書類、⑤国立大学法人等業務実施コスト計算書から構成されており、また、これらを補足

財務諸表　 決算報告書等

<支出>
7,147,836

現金預金
期首残高
1,469,049

<資産>
19,134,272

<負債>
5,939,927

(定期預金）
(33,976)

現金預金
期末残高
1,965,536

(現金預金)
1,999,513

(当期未処分
利益）

(169,270)

目的積立金
155,019

積立金
14,251

当期未処分
利益

169,270

臨時損失
2,412

当期総利益
169,270

<経常費用>
6,928,310

<経常収益>
7,077,615

<業務費用>
6,930,723

(自己収入)
(2,691,225)

目的積立金
等取崩額
22,299

臨時利益
78

キャッシュ・フロー計算書 貸借対照表 損益計算書
国立大学法人等

業務実施コスト計算書
利益の処分又は損失の処

分に関する書類（案）
決算報告書

（会計期間における活動区分別資金の流れ） （期末における財政状態） （会計期間における運営状態） （納税者である国民の負担となるコスト） （未処分利益の処分又は総損失の処理内容） （国の会計基準予算・決算に準拠）

<9,113,373>

[借方]

<9,113,373>

[貸方]
<19,134,272>

[借方]

<19,134,272>

[貸方]

<7,099,993>

[借方]

<7,099,993>

[貸方]

<7,541,406>

[借方]
<7,541,406>

[貸方]

<169,270>

[借方]

<169,270>

[貸方]
<8,157,221> <8,157,221>

附属明細書
（他の書類の内容を

補足）

事業報告書
（大学の事業を、財務的

な面から説明）

その他の内訳は下記の通り

・損益外減価償却等相当額

・損益外減損損失等相当額

・損益外利息費用相当額

・損益外除売却差額相当額

・引当外賞与増加見積額

・引当外退職給付増加見積額

・機会費用



（単位：千円）

運営費交付金収益 ３，６５１，８５９　　（△２７，２１０）

　新型コロナウイルスの感染拡大を受けて学内合同企業説明会を中止したことや科研費間接費収入が減
少したこと等により、全体で64,043千円減少しました。

収益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７，０７７，６９３　（△４，８９０）

　損益外減価償却累計額の増加がありましたが、H30年度の目的積立金が承認されたことや当期未処
分利益が計上されたこと等により、81,051千円増加しました。
●政府出資金等（当期未処分利益を除く）…13,025,074千円
●当期未処分利益…169,270千円

３１４，８９２　　（△１０３，６６９）

　　純資産　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　１３，１９４，３４４　（＋８１，０５１）

　施設整備費補助金を財源としたライフライン再生工事の未払金（288,790千円）の増加や寄附金の
受入額増加による寄附金債務の増加（86,159千円）等により、462,787千円増加しました。

投資有価証券

　新規の補助金の獲得や間接経費による学内既定事業の執行切替、経費節減等に努めたことにより、当
期総利益は169,270千円となり、うち155,019千円が目的積立金となる予定です。
　目的積立金は、経営努力に対するインセンティブ付与として、文部科学大臣から承認されるものです。
本学では、教育研究活動の充実発展を目指したＩＣＴ高度化の推進、また創立40周年を超えて老朽化が
進む施設の維持管理やバリアフリー対策が整備されていない建物のバリアフリー化に目的積立金を活用し
ています。これら以外にも、更なる大学改革に向けた本学の将来投資や新型コロナウイルスの長期化に対
する教育研究環境整備に必要な財源を確保する必要があり、目的積立金を捻出しました。

貸借対照表の概要 損益計算書の概要

（単位：千円）

　
　令和元年度の資産は、施設整備費補助金によるライフライン再生工事や新たに獲得した国立大学改革強
化推進補助金（経営改革促進事業）の実施に係る備品の取得、昨年度からの継続事業である研究拠点形
成費等補助金（卓越大学院プログラム事業）の実施に係る備品の取得等があり、前年度と比較して、
543,838千円の増加となりました。
　なお、下記の増減事由には、主なものを掲載しています。

※（）内は前事業年度末との差額

資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９，１３４，２７２　（＋５４３，８３８）

建物 ７，７９７，８７０　　（△２３７，９３５） ※（）内は前事業年度末との差額

　
　令和元年度の費用は、卓越大学院プログラム事業に係る産学連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀを雇用したことや定員未充足分
の職員を補充したことにより人件費が29,860千円の増加となったこと、施設、設備の修繕等の増加により一般管
理費が49,665千円増加となったこと、先端研究基盤共用促進事業（SHARE）が採択されたことにより、受託事業
費が64,374千円増加となったこと等の増加要因により、費用全体としては、前年度と比較して、78,575千円の
増加となりました。
　令和元年度の収益は、新たに獲得した国立大学改革強化推進補助金（経営改革促進事業）等により補助金
等収益が増加した等の増加要因もありましたが、学内合同企業説明会の中止や科研費間接費収入が減少した
ことにより雑益が減少したこと、また、資産除却額や減価償却費の減少により資産見返勘定戻入額が減少したこ
と等の減少要因により、収益全体としては、前年度と比較して、4,890千円の減少となりました。
　当期総利益は、169,270千円となり、うち155,019千円が目的積立金相当額となります。

工具器具備品 １，１７４，０１５　　（＋２２，７０９）

　施設整備費補助金を財源としたライフライン再生工事（267,687千円）等により314,607千円増加し
ましたが、減価償却（△552,543千円）等により、全体で237,935千円減少しました。

構築物 ６４８，１５０　　（＋１７９，９２１）

　施設整備費補助金を財源としたライフライン再生工事（222,070千円）等により237,647千円増加し、
減価償却（△57,725千円）等と併せて、全体で179,921千円増加しました。

費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６，９３０，７２３（＋７８，５７５）

教育経費 １，０４７，６７２　　（△１１，９９６）

研究経費

　図書電子化に伴う紙媒体の図書の除却（△24,250千円）等がありましたが、電子ジャーナルの契約
（62,947千円）や寄贈図書の受入（1,278千円）等により、全体で49,519千円増加しました。

　負債　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，９３９，９２７　（＋４６２，７８７）

現金及び預金

　成果を中心とする実績状況に基づく配分や機能強化経費（共通政策課題分）の増加等（73,138千円）
がありましたが、特殊要因運営費交付金（年俸制導入促進費、退職手当、移転費、建物新営設備費）の
減少（△100,349千円）等により、全体で27,210千円減少しました。

補助金等収益 ４２５，２９９　　（＋１４２，９３２）

１，９９９，５１３　　（＋５２６，２３７）

　施設整備費補助金を財源としたライフライン再生工事に係る未払金の増加等により、526,237千円
増加しました。

　国際協力機構債券（100,000千円）の購入がありましたが、1年以内に満期が到来する関西電力社
債（200,855千円）を有価証券に振り替えたこと等により、103,669千円減少しました。

図書

６５４，４３３　　（△４９，３７０）

人件費 ３，５７２，２９８　　（＋２９，８６０）

１，８２８，２０５　　（＋４９，５１９）
一般管理費 ４５６，１９３　　（＋４９，６６５）

　学務学生支援ICTシステムのリース契約（70,042千円）や国立大学改革強化推進補助金（経営改革
促進事業）を財源とした備品の取得（66,510千円）、研究拠点形成費等補助金（卓越大学院プログラ
ム事業）を財源とした備品の取得（64,968千円）等により357,323千円増加し、減価償却（△334,614
千円）等と併せて、全体で22,709千円増加しました。

　卓越大学院プログラム事業に係る産学連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀを雇用したことや定員未充足分の職員を補充し
たこと等により、全体で29,860千円増加しました。

当期総利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６９，２７０　（△６３，９６５）

　新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、大学として出張の自粛を指示したことによる旅費の減少や資
産の減価償却費の減少等により、全体で49,370千円減少しました。

　卓越大学院プログラム事業による費用や学納金の免除額拡大による費用が増加しましたが、新型コロナ
ウイルスの感染拡大を受けて、大学として出張の自粛を指示したことによる旅費の減少やスーパーグロー
バル・大学の世界展開力の交付額の減少、資産の減価償却費の減少等により、全体で11,996千円減少
しました。

　施設整備費補助金を財源としたライフライン再生工事や学内設備の改修・修繕を行なったこと、構内警
備を強化したこと等により、全体で49,665千円増加しました。

　新たに獲得した国立大学改革強化推進補助金（経営改革促進事業）や科学技術人材育成費補助金
（ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ）による執行や研究拠点形成費等補助金（卓越大学院プロ
グラム事業）による収益化額の増加等により、全体で142,932千円増加しました。

２１８，２９４　　（△６４，０４３）雑益
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